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Local2030 Hub Student Meeting 2025 概要

概 要

静岡市・台北市(台湾)・フエ市(ベトナム)・ホバート市(オーストラリア)をオンラインでつなぎ、

学生が身近に見つけたSDGsの取組を発表、それを受けて自らもどう実践していくかについて話す会

（１）オープニング・各都市紹介 15分
（２）各生徒がブレイクアウトルームに入り、

自己紹介を行った後、それぞれの発表を行う 30分
（３）エンディング（感想共有や記念撮影） 10分

（自由参加）食文化・ポップカルチャー等のルームに分かれ交流 プラス30分

目 的

主な内容

・SDGsハブ都市である静岡市が中心となり、他都市に対するSDGsの情報発信、行動に向けた機運を醸成する
・海外都市との関係構築及び市内若者の海外に対する意識向上(英語を目的でなく、手段として活用する意識)を図る

参加校（仮）

日程

令和7年7月30日(水)  10:00～11:00（日本時間）

【静岡市】
・静岡市立高校
・静岡城北高校
・静岡サレジオ高校

【台北市】
・市立高校 ４校

ＳＤＧｓハブ都市

アジア各都市

静岡市 フエ市

台北市

【フエ市】
・Quoc Hoc高校

静岡市

【ホバート市】
・Dominic College

ホバート市

市HP（去年）

https://www.city.shizuoka.lg.jp/s2934/s013065.html

企画課 移住・SDGs推進係
令和7年５月２６日

※台北市 9:00 ※フエ市 8:00 ※ホバート市 11:00



当日の流れ

オープニング ブレイクアウトルーム×18

4名のグループ×18組に分かれて、
グループワークを行う

▽グループの内訳
・静岡市から２名
・台北市、フエ市、ホバート市から２名

▼グループワーク内容

①自己紹介（1分×4名）

②個人発表（4分×4名）

└身近に見つけたSDGsの取組
└取組の背景にある都市課題
└それに対する自分の意見を発表

③質疑応答（全員の発表後にまとめて行う）

エンディング

感想共有や記念撮影

（15分） （30分）

（10分）

各都市紹介（3分×4名）

2

4都市から各1名代表者が
自分の住む都市について紹介

※８グループだけ、静岡市職員（大人）のファシリテーター
がいて、司会進行を行う。

※残りの10グループは、静岡市の生徒がファシリテーター
の役割も行いながら、参加する。
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事前課題について

画像 ♯１
身近に見つけたSDGsの取組を
象徴する画像 １枚
＜5ページ目の例を見てみよう＞

【全員】ブレイクアウトルームでの発表に向けて

【代表者 各都市1名ずつ】オープニングでの「各都市紹介」に向けて

画像 ♯１～3 自分の住む都市の紹介画像 １～3枚
＜4ページ目の例を見てみよう＞

画像 ♯２
「画像 ♯１」の取組の背景にある
都市課題を象徴する画像 １枚
 ＜６ページ目の例を見てみよう＞



画像 ♯1～3 自分の住む都市の紹介画像 １～3枚
--Google Sheetに貼り付けよう--

各都市の文化や地域性を紹介してもらう。
学生目線で「自分の町の好きな所」を共有してもらう。

（発表時間：３分間）

4

【代表者】事前課題

※画像を添付するのに加え、「スピーカーノート」に発表内容をテキストで記入してもらう。

For example…



画像 ♯1
身近に見つけたSDGsの取組を
象徴する画像 １枚
--Google Sheetに貼り付けよう--

身近に見つけた（自分も参加できそうな）SDGsの取組、または、
自らの都市で同年代の学生が行っている取組を紹介してもらう。

（発表時間：２分間）

5

For example…

【全員】事前課題①

（ハワイ州：シェアサイクル） （静岡市：マグロの未利用資源
を使ったハンバーガー）

（静岡市：放任竹林を利用した
灯籠イルミネーション）

※画像を添付するのに加え、「スピーカーノート」に発表内容をテキストで記入してもらう。



①取組の背景にある都市課題について話してもらう。
②取組や課題に対してどう思ったか？ 自分はどうSDGsに取り組むのか？話してもらう。

（発表時間：２分間）

画像 ♯２
「画像 ♯１」の取組の背景にある
都市課題を象徴する画像 １枚
--Google Sheetに貼り付けよう--

6

For example…

【全員】事前課題②

（静岡市：マグロの不漁といった
水産資源の枯渇）

（ハワイ州：豪雨といった気候変動） （静岡市：放任竹林によって
木や植物が枯れる）

※画像を添付するのに加え、「スピーカーノート」に発表内容をテキストで記入してもらう。
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